
0
 

 

  
 

        

信
愛
報
恩
会 

理
事
長 

桑
名 

斉 
特集 

「認知症」 

社会福祉法人 信愛報恩会 2015 年 秋号 AUTUMN No.631   

認
知
症
に
関
す
る
国
の
統
計
で
は
、
２
０
１
２
年

（
平
成
２
４
年
）
に
４
６
２
万
人
、
２
０
２
５
年
に

は
約
７
０
０
万
人
に
激
増
す
る
そ
う
で
す
。
国
は
、

２
０
１
２
年
に
「
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
」
と
い
う
「
認

知
症
施
策
推
進
５
カ
年
計
画
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

認
知
症
ケ
ア
パ
ス
の
作
成
・
普
及
、
認
知
症
初
期
集

中
支
援
チ
ー
ム
、
早
期
診
断
等
を
担
う
医
療
機
関
、

か
か
り
つ
け
医
認
知
症
対
応
力
向
上
、
認
知
症
サ
ポ

ー
ト
医
養
成
、
地
域
ケ
ア
会
議
の
普
及
・
定
着
、
認

知
症
地
域
支
援
推
進
員
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど

を
充
実
さ
せ
、
認
知
症
の
人
の
危
機
の
発
生
を
防
ぐ

こ
と
を
基
本
に
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
問
題
解
決
は

難
し
く
、
２
０
１
５
年
、
新
た
に
「
新
オ
レ
ン
ジ
プ

ラ
ン
」
認
知
症
施
策
推
進
総
合
戦
略
―
認
知
症
高
齢

者
等
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
―
と
銘
う

っ
て
、
認
知
症
の
人
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
、
で
き
る

限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
の
よ
い
環
境
で
、
自
分
ら
し

く
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目

指
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
の
７
つ
の
柱

と
し
て
は
、
①
認
知
症
へ
の
理
解
、
②
認
知
症
の
容

態
に
応
じ
た
適
時
・
適
切
な
医
療
・
介
護
、
③
若
年

性
認
知
症
施
策
、
④
認
知
症
の
人
の
介
護
者
へ
の
支

援
、
⑤
認
知
症
の
人
を
含
む
高
齢
者
に
や
さ
し
い
地

域
づ
く
り
、
⑥
認
知
症
の
予
防
法
、
診
断
法
、
治
療

法
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
、
介
護
モ
デ
ル

等
の
研
究
開
発
、
⑦
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
の
視

点
の
重
視
な
ど
で
す
。 

 

翻
っ
て
、
地
域
や
医
療
・
介
護
の
現
場
で
は
ど
う

で
し
ょ
う
。
ま
ず
、
認
知
症
で
医
療
機
関
を
受
診
し

た
時
に
は
、
す
で
に
か
な
り
進
行
し
て
し
ま
っ
て
い

る
人
が
圧
倒
的
に
多
い
の
で
す
。
家
族
が
本
当
に
困

ら
な
い
と
受
診
し
な
い
か
ら
で
す
。
そ
う
な
る
と
、

家
族
の
愛
情
だ
け
で
は
済
ま
な
く
な
り
、
他
の
医
療

や
介
護
の
手
を
借
り
る
必
要
が
生
じ
ま
す
。
し
か
し
、

病
院
や
施
設
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
急
な
要
望

に
は
必
ず
し
も
応
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
昔
の
よ
う
に
地

域
が
み
な
顔
見
知
り
で
、
助
け
合
い
を
し
て
い
た
時

代
と
違
う
し
、
高
齢
者
単
独
世
帯
や
高
齢
者
世
帯
が

増
え
て
い
ま
す
か
ら
、
地
域
を
頼
る
こ
と
は
困
難
で

す
。
必
然
的
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
介
護
人
材
不
足
の
現
状
で
は
希
望
通

り
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
結
局
、
認
知
症
本
人
や
家
族
、

介
護
者
に
、
物
理
的
・
経
済
的
負
担
が
大
き
く
の
し

か
か
っ
て
き
ま
す
。
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う

か
。 

 

一
つ
に
は
地
域
包
括
ケ
ア
の
実
現
に
か
か
る
と
思

い
ま
す
。
認
知
症
に
な
っ
て
医
療
機
関
や
介
護
サ
ー

ビ
ス
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
て
い
る
人
た
ち
は
、
十

分
で
は
な
い
に
せ
よ
、
か
な
り
の
支
援
が
期
待
で
き

ま
す
。
一
方
、
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
人
や
、
認

知
症
同
士
の
家
庭
、
未
だ
に
受
診
を
し
て
い
な
い
人

た
ち
の
た
め
に
は
、
行
政
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
機
関
、

医
療
機
関
が
協
力
し
合
っ
て
、
地
域
の
認
知
症
の
人

の
掘
り
起
こ
し
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
、
次
に
種
々

の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
り

ま
す
。 

 

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
信
愛
報

恩
会
は
、
ま
さ
に
地
域
包
括
ケ
ア
の
先
導
役
を
果
た

さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

 

増
え
つ
づ
け
る
認
知
症 
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認
知
症
と
は
？ 

 

認
知
症
と
は
、
色
々
な
原
因
で
脳
の

細
胞
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
り
、
働
き
が

悪
く
な
っ
た
り
し
た
た
め
に
お
こ
る
症

状
で
す
。 

認
知
症
の
症
状
に
は
大
き
く
分
け
て

「
中
核
症
状
」
と
「
行
動
・
心
理
症
状
」

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
（
図
参
照
）
。「
中

核
症
状
」
で
は
覚
え
て
い
た
記
憶
が
失

わ
れ
る
記
憶
障
害
、
場
所
や
人
が
分
か

ら
な
く
な
る
見
当
識
障
害
な
ど
が
あ
り

ま
す
。「
行
動
・
心
理
症
状
」
は
も
と
も

と
持
っ
て
い
る
性
格
、
人
間
関
係
、
環

境
な
ど
様
々
な
要
因
が
絡
み
合
っ
て
起

こ
る
症
状
で
す
。
主
に
徘
徊
や
攻
撃
的

行
動
、
う
つ
状
態
や
幻
覚
、
妄
想
な
ど

が
あ
り
ま
す
。 

認
知
症
は
進
行
す
る
の
で
、
時
間
と

と
も
に
脳
の
働
き
が
悪
く
な
り
、
色
々

な
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
き
ま

す
。
し
か
し
、
認
知
症
が
進
ん
で
き
て

も
、
様
々
な
能
力
が
残
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
能
力
を
生
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

あ
る
い
は
適
切
な
ケ
ア
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
楽
し
く
、

自
分
ら
し
く
暮
ら
す
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
す
。 

今
回
の
特
集
で
は
、
認
知
症
ケ
ア
に

力
を
い
れ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

『
ひ
ま
わ
り
』
と
、
認
知
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
『
ほ
が
ら
か
』
の
日
ご
ろ
の
取
り
組

み
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
は
？ 

 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
、
正
式
名
称
を

「
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
」
と

言
い
ま
す
。
認
知
症
の
症
状
の
進
行
を

遅
ら
せ
て
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な

が
ら
症
状
の
改
善
を
図
り
、
日
々
の
暮

ら
し
の
中
で
自
分
ら
し
い
生
活
を
続

け
て
い
く
た
め
の
住
ま
い
で
す
。
一
日

の
流
れ
が
決
ま
っ
て
い
な
い
た
め
、
そ

の
人
の
ペ
ー
ス
で
生
活
が
で
き
る
の

も
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
特
徴
で
す
。 

 

安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境 

 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
『
ひ
ま
わ
り
』
で

は
、「
利
用
者
が
も
て
る
力
を
生
か
し
、

職
員
と
の
関
わ
り
の
中
で
安
心
し
て

生
活
が
で
き
る
環
境
作
り
」
を
目
指
し

た
ケ
ア
を
行
っ
て
い
ま
す
。
要
支
援
２

か
ら
要
介
護
５
の
方
が
共
同
生
活
を

送
っ
て
い
ま
す
。 

 

入
居
者
の
方
が
安
心
で
き
る
環
境

作
り
と
し
て
重
要
に
な
っ
て
く
る
の

が
、
認
知
症
へ
の
理
解
と
知
識
を
持
っ

て
ケ
ア
を
行
う
こ
と
で
す
。 

た
と
え
ば
、
排
泄
は
生
活
の
中
で
一

番
多
く
行
う
行
為
で
す
。
で
す
が
認
知

症
に
な
る
と
、
自
分
で
ト
イ
レ
に
行
き

た
い
と
い
う
意
思
が
伝
え
ら
れ
な
い

方
が
い
ま
す
。
そ
の
方
に
対
し
て
職
員

が
行
う
の
が
、
排
泄
状
況
や
排
泄
パ
タ

 

 

住み慣れた地域で  

自分らしい暮らしを 

認知症 

 

ー
ン
を
把
握
し
た
ト
イ
レ
誘
導
や
声
掛

け
で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
衣
服
を

汚
す
な
ど
の
失
敗
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
、
時
に
は
オ
ム
ツ
も
卒
業
し
、
入
居

者
が
精
神
的
に
も
身
体
的
に
も
安
心
し

て
生
活
が
で
き
ま
す
。
排
泄
状
況
を
把

握
す
る
こ
と
は
、
そ
の
人
の
健
康
状
態

も
把
握
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

入
浴
は
、
入
る
だ
け
で
リ
ラ
ッ
ク
ス

が
で
き
て
、
一
日
の
疲
れ
を
取
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
職
員
が
入

浴
時
間
を
決
め
る
の
で
は
な
く
、
入
居

者
の
方
が
お
風
呂
に
満
足
し
て
入
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
し
か
し
、

中
に
は
お
風
呂
に
入
る
こ
と
が
理
解
で

き
ず
、
入
浴
拒
否
を
す
る
方
も
い
ま
す
。

無
理
矢
理
に
服
を
脱
が
せ
よ
う
と
す
る

と
、
さ
ら
に
不
安
が
強
く
な
り
、
攻
撃

的
行
動
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
ん
な
方
に
は
、
人
が
多
い
時
間
帯
を

避
け
、
入
浴
を
し
よ
う
と
思
え
る
よ
う

に
、
職
員
が
う
ま
く
声
掛
け
を
行
う
な

ど
の
工
夫
を
し
て
入
浴
を
し
ま
す
。 

 

持
て
る
力
を
生
か
し 

自
分
ら
し
い
生
活
を
す
る
た
め
に 

 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
大
切
な
の
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
協
力
を
し
て
生
活
を
送
っ

て
い
く
こ
と
で
す
。
食
事
は
、
そ
の
日

の
献
立
を
職
員
と
一
緒
に
入
居
者
自
身

が
考
え
、
買
い
物
に
も
同
行
し
ま
す
。

 理解・判断力の障害 

実行力障害 

記憶障害 見当識障害 

中核症状 

その他 

 幻覚・妄想 不安・焦燥 うつ状態 

行動・心理症状 

徘徊 攻撃的行動 不潔行為 

性格・素質 
環境・ 

心理状態 

図：認知症の症状を理解する 
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認
知
デ
イ
『
ほ
が
ら
か
』
で
は
、
こ
の

デ
ュ
ア
ル
タ
ス
ク
を
『
ほ
が
ら
か
脳
ト
レ
』

と
し
て
、
午
前
に
３
０
分
～
４
０
分
行
っ

て
い
ま
す
。
効
果
と
し
て
は
、
話
を
し
な

か
っ
た
人
が
よ
く
話
す
よ
う
に
な
っ
た

り
、
声
掛
け
が
な
く
て
も
自
分
か
ら
ト
イ

レ
に
行
け
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
笑
顔
が

多
く
な
っ
た
り
、
認
知
症
の
改
善
に
も
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

認
知
症
に
な
っ
た
ら
、 

専
門
的
な
ケ
ア
を
選
ぶ
こ
と 

 

認
知
症
に
な
っ
て
も
、
そ
の
人
の
ペ
ー

ス
で
残
さ
れ
て
い
る
能
力
を
発
揮
で
き
れ

ば
、
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
認
知
症
で
困
っ
た

時
は
、
専
門
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
す
る

こ
と
も
大
切
で
す
。 

 

ま
た
、
で
き
る
範
囲
で
料
理
も
一
緒
に

行
い
ま
す
。
作
っ
た
ご
飯
を
ス
タ
ッ
フ

と
一
緒
に
食
べ
、
食
べ
終
わ
っ
た
後
は

食
器
を
一
緒
に
洗
い
、
片
付
け
ま
す
。

こ
う
し
た
日
々
の
暮
ら
し
中
で
考
え
る

事
、
体
を
動
か
す
こ
と
は
、
認
知
症
の

進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

ま
た
、
地
域
サ
ロ
ン
へ
も
出
か
け
、

外
と
の
つ
な
が
り
を
持
ち
続
け
る
こ
と

で
、
社
会
生
活
へ
の
参
加
も
継
続
で
き

ま
す
。
趣
味
や
生
き
が
い
を
見
つ
け
て

い
く
こ
と
は
、
活
動
意
欲
を
高
め
、
自

分
ら
し
い
生
活
を
築
く
こ
と
の
き
っ
か

け
に
な
り
ま
す
。 

 

認
知
デ
イ
と
は 

 

認
知
デ
イ
は
、
認
知
症
の
利
用
者
を

対
象
に
し
た
専
門
的
な
ケ
ア
を
提
供
す

る
在
宅
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
一
般
の
デ
イ

と
は
違
い
、
少
人
数
で
、
利
用
者
が
可

能
な
限
り
自
宅
で
自
立
し
た
日
常
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー

ト
を
行
い
ま
す
。
こ
こ
で
も
大
切
な
こ

と
は
、
認
知
症
の
方
の
ペ
ー
ス
で
対
応

す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

最
近
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
認
知

症
予
防
に
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

る
「
デ
ュ
ア
ル
タ
ス
ク
」
と
い
う
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
デ
ュ

ア
ル
タ
ス
ク
」
と
い
う
の
は
、
二
つ
の

課
題
（
一
つ
は
「
運
動
」、
一
つ
は
「
頭

を
使
う
」
こ
と
）
を
同
時
に
行
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
な
が
ら

足
し
算
を
す
る
と
い
う
な
が
ら
動
作
で

す
。
運
動
も
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
、
以

前
か
ら
認
知
症
予
防
に
効
果
的
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
２
つ
を
同
時
に

行
う
こ
と
で
、
記
憶
を
司
る
脳
の
海
馬

量
を
増
や
し
な
が
ら
前
頭
葉
を
効
果
的

に
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
国
立
長
寿

医
療
セ
ン
タ
ー
の
報
告
で
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
ま
す
。 

認知症ケアと介護の基本 

 認知症の人の日常生活を阻害しないような見守りと観

察ケア 

 体の変調や不具合も言葉で十分に表現できなくなるた

め、健康管理も大切なケア 

 相手の話を聴き、気持ちを支えるケア 

 今ある能力を把握し、興味・関心を探るケア 

 執着している感情を他にむける気分転換のケア 

 チームケア（認知症ケアは１人ではできません） 

 五感を刺激するケア 

 本人の尊厳をまもるケア 

『ひまわりの居室』  
使い慣れた家具をもってきてもらうと、自分の

部屋だと理解でき、安心して生活できます 

『ほがらか』の手作り作品 

料
理
は
昔
と
っ
た
杵
柄 

千
切
り
は
職
員
よ
り
も
細
い 

お
問
い
合
わ
せ
先 

「
ひ
ま
わ
り
」
０
４
２
‐
４
９
３
‐
５
６
７
１ 

「
ほ
が
ら
か
」
０
４
２
‐
４
９
２
‐
５
３
５
３ 

[    
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名前の由来：父親が野球の巨人ファンで、1960
年代に活躍していた高橋明というピッチャーが
好きだった為、その「あきら」を名前にしたと
の事です。父親は本当は「明」にしたかったの
ですが、母方の祖父が「彰」を推して、こちら
になりました。 
出身：東京港区芝浦生まれです。４歳の時に父
親の転勤で、横浜市戸塚区に社会人になるまで
暮らしていました。 
趣味：ロードバイクという、より早く走ること
に特化した自転車に乗って、友人と色々な所に
行き、食べ歩きをしたり、自転車の大会に出た
りしています。 
 

名前の由来：母の好きな
字だったようです。 
出身：東京都 
趣味：子供が小さいので
趣味をする時間は持てま
せんが、海釣りが好きで
す。今まで釣った魚は
「鰹」「シイラ」などです。 

 

           

 

―普段、どんなお仕事をされていますか？ 

生活相談員です。介護保険サービスや在宅ケアの方

法に対しての助言や提案をケアマネージャーやご家

族にしています。認知症の進行を予防、改善するため

のトレーニングもしています。 

―介護という仕事の好きなところは？ 

「ありがとう」「あなたに会えて良かった」「あなた

が好き」と利用者様から声を掛けていただくと幸せな

気持ちになります。 

―これからの目標を教えてください。 

適切な介護方法を伝えたり、同じ悩みを持つ家族同

士が話のできる環境を整えるなど、ご家族にとって精

神的な支えとなるように、支援体制を整えていくこと

が目標です。 

―信愛の友読者へのメッセージ 

 日頃は、在宅支援をさせていただいています。今後

も地域の困り事や在宅ケアの課題について積極的に

解決して行きます。認知症に関することや介護の悩み

などがありましたらいつでも認知デイほがらかにお

電話ください。どうぞよろしくお願い致します。 

 

このページでは、信愛報恩会のスタッフやボランティアさんをご紹介していきたいと思い
ます。今回は、特集記事にもご協力いただきました、長年認知症ケアに携わってきている
スタッフをご紹介したいと思います。 

―普段、どんなお仕事をされていますか？ 

入居者の介護を行う現場の仕事、ご家族や清瀬市・

関係各位への連絡や近隣の事業所連絡会への 参

加等の対外的な仕事など色々な仕事をしています。 

―介護という仕事の好きなところは？ 

自分の働きかけが、直接自分に跳ね返ってくるとこ

ろが難しくもあり、うまくいった時は、とても嬉しく

感じています。入居者の皆さんから伝わる「逞しさ」

「優しさ」に、いつも鼓舞されています。 

―これからの目標を教えてください。 

認知症になっても、住み慣れた地域で、自分らしく

「わがまま」に暮らせる社会になるように、少しでも

貢献出来たらと思います。 

―信愛の友読者へのメッセージ 

グループホームひまわり及びしんあい清戸の里を、

地域の方々にもっともっと認知してもらい、高齢者の

拠点となるよう頑張りたいと思います。これからも宜

しくお願い致します。 

 

グループホームひまわり 

管理者 

櫻井
さくらい

 彰  

あきら

  

認知デイほがらか 

副主任 

村山
むらやま

 暁
あき

 

 

自慢の 

ロードバイク 

次回は瀬戸内

しまなみ海道

をサイクリン

グしたいと思

います。 
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当法人では、職員への謝礼などは、一切お断りしております。もし、私たちのケアに対して、評価をいただけるのであ

れば、代わりにご芳志をお寄せください。＊社会福祉法人への寄付は、税法上寄付金控除を受けることができます。 

寄付申込方法：振替、銀行振込、窓口受付 

郵便振替：番号 00170-8-121682 口座名：社会福祉法人信愛報恩会 

銀行振込：三菱東京 UFJ 銀行所沢支店 普通預金 0428829 口座名：社会福祉法人信愛報恩会寄付口 理事長 桑名斉 

◇寄付金 2015 年 6 月 

寄付金合計   341,000 円 

信愛病院寄付 

上野 美津子様 100,000 

松本 真理様  100,000 

高橋 健治様  50,000 

中村 静夫様  50,000 

藤波 浩之様 ティッシュ2ケース 他 

築山 チヨ様 ジェフグルメカード 20 枚 

青木 カズ子様 お菓子 

中村 志づい様 お菓子 

江頭 稔様     お菓子 

匿名様         20,000 

信愛の園寄付 

湯浅 恒一様  10,000 

高橋 文子様  電子ピアノ 

信愛のぞみの郷寄付 

匿名様      10,000 

大塚みどりの郷寄付 

匿名様     1,000 

 

◇寄付金 2015 年 7 月 

寄付金合計  269,000 円 

法人寄付 

 

ご厚情ご援助を心より感謝し御礼申し上げます。 

 
匿名様            5,000 

信愛病院寄付 

大島 佳子様   100,000 

佐々木 美代子様 50,000 

中村 志づい様   お菓子 

深谷 明美様    お菓子 

平町 忠様      絵画 

匿名様        10,000 

匿名様          お菓子 

信愛の園寄付 

堀越 幸枝様   車椅子 

健友会様     10,000 

松本 栄治様   10,000 

中村 良元様    3,000 

荒田 邦男様    30,000 

匿名様      20,000 

信愛苑寄付 

栗田 佳子様     10,000 

大塚みどりの郷寄付 

匿名様           10,000 

匿名様           5,000 

匿名様           5,000 

匿名様            1,000 

 

◇寄付金 2015 年 8 月 

寄付金合計   366,000 円 

法人寄付 

匿名様            10,000 

信愛病院寄付 

森田 ノブ子様     100,000 

細山 哲様           50,000 

井村 泰子様        30,000 

藤原 仁子様         10,000 

岩谷 一男様         3,000 

中澤 義昭様 おしぼりタオル 他 

八代 悦郎様 コーヒー、お茶 他 

中村 綾子様 ジュース、お茶 

匿名様              50,000 

匿名様           お菓子 

匿名様      ハンドクッション  

清戸の里寄付 

カットハウス・ティン様 3,000 

匿名様           5,000 

匿名様            5,000 

信愛の園寄付 

池戸 澄江様       100,000 

森山 聰様               日本酒 

 

イベントレポート 

地域の皆様に日ごろ、信愛報恩会を支えて

いただいている感謝の気持ちをこめて、今年

で 35 回目になるしんあいバザーを行いまし

た。信愛報恩会職員が約半年をかけて準備を

し、お天気も心配しましたが、バザー開催中

は雨も降らず、当日は多くの皆様にご来場い

ただきました。ありがとうございます。しん

あいバザーは、地域の皆様からのご寄付やご

支援によって支えられています。今後も信愛

報恩会は、地域貢献に邁進してまいりますの

で、よろしくお願いいたします  

第 35 回しんあいバザーを行いました 

 

（バザー関連の寄付は次号でご報告いたします）。 
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暑い夏が終わり、実りの秋をへて寒い冬になっていきま

す。寒い季節になると私たちを困らせるのが、「風邪」です。 

 風邪は、正式には「かぜ症候群」といいます。風邪をき

っかけに体調を崩すことはよくありますので、風邪には注

意したいものです。さて風邪はどのようにしてうつるので

しょうか？ 今回の話は、風邪の予防です。 

風邪の原因は、ほとんどがウイルスです。風邪は、ウイ

ルスが身体の中に入り悪さをするためにおこります。風邪

のウイルスは、くしゃみ、痰、咳の中にある細かな“つば”

に含まれていて患者さんの周りに飛び散ります。そのウイ

ルスを吸い込んだり、触ったりすることで身体に入ってき

ます。しかし、ウイルスが身体に入っただけでは風邪をひ

きません。私たちの身体には免疫力というウイルスを退治

する力があります。その免疫力が弱り、ウイルスを退治で

きない場合に風邪になります(下図)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

風邪の予防作戦は 2 つあります。（上記表） 

1 つ目は「手洗い」です。くしゃみや咳で飛び散っ

たウイルスを手で触れて、ご飯を食べたり、顔を触っ

たりすることで、ウイルスが身体に入ってくることが

多いのです。だから、ウイルスを手洗いで洗い落とす

ことが重要です。外出から帰ってきたら手を洗う、食

事の前には手を洗う、手を洗うことが風邪の予防には

効果的です。手洗いは、うがい、マスクより効果的で

す。また、風邪が流行している時期は、不必要な外出

は控えることも大切です。 

風邪をひいてしまったら、人と会うことを避けるよ

うにしましょう。そして、必ずマスクをしてください。

自分のくしゃみや咳でウイルスをまき散らさないよ

うにするためです。昔は風邪をひいても仕事や学校に

行くことは美談でしたが、いけないことですね。  

2 つ目は「健康的な生活」です。免疫力が弱ってい

ると身体のなかでウイルスが悪さを起こしやすくな

ります。そこで、免疫力を強くすることが重要になり

ます。免疫力を上げるには、十分に休息をとること、

食事に気を付けて栄養が偏らないようにすること、定

期的な軽い運動をすること、リラックスすること、余

暇を楽しむことです。「健康的な生活」をお勧めしま

す。免疫力を上げるサプリメントは効果がわかりませ

んので、そのお金で家族や仲間と一緒に食事を楽しん

だほうが免疫力アップになります。 

 

まとめです。風邪の予防は、「手洗い」でウイルス

をブロック、「健康的な生活」で免疫力をアップです。

お体にお気を付けて。 

 

 

 

高世秀仁 Drの 
病気とうまくつきあう 

本日のテーマは 

「風邪の予防」 

 

 

 

1. 手洗いでウイルスをブロック 
・外出から帰ってきたら手を洗う 
・食事の前には手を洗う 

 

2. 健康的な生活で免疫力をアップ 
・十分に休息をとる 
・栄養バランスに気を付ける 
・定期的に軽い運動をする 

(ウォーキングなど) 
   ・余暇を楽しむ 

 

 

             

 

 

 

 

免疫力が強い人 免疫力が弱い人 

「手洗い＆健康的な生活で風邪予防」 

 

 

「風邪と免疫力の関係」 図： 

 

症状 

くしゃみ・咳 

鼻水・熱 など 

 

風邪を引いてしまったら・・・ 

・マスクをする 

・人と会うのを避ける 

・無理をしないでしっかり

休む 
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今回のテーマは、 です。 「おむつ」
介護を必要とされる方は、おむつの交換もお手伝い

が必要です。「おむつ」は夏号の「おトイレ」と同じ

く“はばかられるもの“だと思われますから、介護をす

る方は、介護を受ける方のお気持ちに十分な配慮が必

要です。おむつは吸収量が決まってますから、夜も交

換が必要なわけですが、ぐっすり眠っているのに、起

こされておむつ交換をされるのは、誰でも嫌ですよ

ね？  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最近では、おむつの品質も向上しており、夜中に交換

が必要ない吸収量の多いおむつも開発されています。

さらに、肌荒れが心配な方には、肌のきれいな状態を

保つための洗浄剤もあります。夜にはぐっすり寝て、

朝起きたらおむつを外してきれいに洗浄。新しいおむ

つをあてたら、一日がすっきり快適です（その人によ

って必要な場合は、夜のおむつ交換も大切です）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いろいろな面で介護を受ける方の思いを大事にしてい

きたいですね。    （介護福祉士 藤井） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日々のケア場面で突き当
たる「どうしたらいい
の？」をほんの少し解消 

次号は「食事」 

 

 

 

いよいよ秋も深まって参りました。 

介護する側もされる側も、つい動きやすい服装、着

慣れた洋服、介護しやすい素材の服などを選んでし

まいがちです。身なりは個性の表現でもあり、楽し

みでもあります。たとえば、お気に入りのスカーフ

を首元に巻くだけでも雰囲気が変わり、気持ちも楽

しくなります。 

 

 

 

 

 

（介護福祉士 荒木田） 

 ぐっすり寝て

たのに・・・ 

 夜はぐっすり眠れた 

 

 

 

 

おはよう 

ございます！ 

おむつの交換 

をしますね  

 

 

（寝てるけど） 

おむつの交換 

をしますね 

夜中 

朝 夜 

「スカーフの巻き方」  
◆ 用意するもの 長方形のロングスカーフ 
 

 

② 

③ 結び目を8の字にひね

り、下にできた輪の部

分を首にかけます。 

結び目を下にして 

首にかけます。 

 

④ 完成（結び目は、上手に隠す） 

ヒラヒラの部分を広げ肩にかけるとボレロのような

アレンジも可能（右写真） 

 ①

． 

ロングスカーフの対角 

の角を結びます。 

 

今回は、ちょっと肌寒いときには

ボレロのような感じにも使えるス

カーフの巻き方をご紹介します。 

 周りの方から「素敵ね！」などと声をかけられると

嬉しいものです。会話のきっかけにもなりますね。

男性も、さし色になるようなお好きな色のチーフを

首元に一巻きするだけで「ダンディ！」な感じに。 

 

首にかける 
＜イラスト作 M・N＞  



 

信愛の友 秋号 No.631 8 

信
愛
の
友
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
か
ら
、
こ

の
秋
号
で
３
号
目
に
な
り
ま
す
。
な
ん
と
か
無

事
に
発
刊
で
き
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。 

 

ブ
ロ
グ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
が
あ
り
、
各
人
が
自

由
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
持
て
る
時
代
に
な
り

ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
が
自
由
に
発
信
で
き
る
時

代
に
、
雑
誌
や
情
報
誌
な
ん
て
い
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
の

力
に
よ
り
、
た
く
さ
ん
の
雑
誌
が
な
く
な
っ
て

い
る
の
も
事
実
で
す
。 

 

新
し
い
時
代
に
残
る
情
報
誌
を
作
っ
て
い

る
編
集
者
を
見
て
い
る
と
、と
に
か
く
読
者
へ

の
思
い
が
強
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。読
者
の

幸
せ
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
情
報

誌
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

私
た
ち
も
微
力
な
が
ら
そ
う
で
あ
り
た
い
。 

私
た
ち
も
、
ご
利
用
者
、
ご
家
族
、
地
域
の
み

な
さ
ま
、
そ
こ
で
働
く
職
員
に
向
け
て
、
そ
こ

で
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
情
報
を
、
安

心
し
て
頂
く
た
め
の
言
葉
選
び
を
、
思
い
を
こ

め
て
編
集
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

次
号
の
特
集
は
『
地
域
貢
献
』
で
す
。
ご
期
待

く
だ
さ
い
。 

  

 

    

 

 
 
 

 

〒204-0024 

東京都清瀬市梅園 2-5-9  

TEL 042-433-4300 

FAX 042-433-4301 

honbuad@shin-ai.or.jp 

 

編集発行人：鐙 勉 

信愛の友編集委員会 

次号は、1 月後半予定 

特集「地域貢献」 

        

清瀬信愛教会 

牧師 竹前 治 

編
集 

後
記 

 

 

幼

「
幼
子
だ
っ
た
と
き
、
わ
た
し
は
幼

子
の
よ
う
に
話
し
、
幼
子
の
よ
う
に

思
い
、
幼
子
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
。

成
人
し
た
今
、
幼
子
の
こ
と
を
棄
て

た
。
わ
た
し
た
ち
は
、
今
は
、
鏡
に

お
ぼ
ろ
に
映
っ
た
も
の
を
見
て
い

る
。
だ
が
そ
の
と
き
に
は
、
顔
と
顔

と
を
合
わ
せ
て
見
る
こ
と
に
な
る
。

わ
た
し
は
、
今
は
一
部
し
か
知
ら

な
く
と
も
、
そ
の
と
き
に
は
、
は

っ
き
り
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
は

っ
き
り
知
る
こ
と
に
な
る
」 

（
コ
リ
ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙
― 

 
 
 
 
 

１
３
：
１
１
―
１
２
） 

  

認
知
症
と
い
う
テ
ー
マ
が
与
え
ら

れ
ま
し
た
。
認
知
症
の
方
を
抱
え
て

お
ら
れ
る
方
々
は
様
々
な
苦
労
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。 

聖
書
で
は
認
知
症
に
関
し
て
の
記
事

は
記
さ
れ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
聖
書
的

に
考
え
る
な
ら
ば
、
幼
子
に
戻
る
と
い

う
こ
と
、
す
な
わ
ち
神
の
国
へ
と
戻
る

た
め
の
準
備
の
一
つ
で
は
な
い
か
と
思

う
の
で
す
。
生
ま
れ
て
き
た
幼
子
は
純

粋
に
何
か
を
求
め
、
私
た
ち
に
は
時
に

は り
、
話
し
た
り
し
ま
す
。
し
か
し
成
長

し
て
行
く
過
程
で
知
識
が
増
え
、
そ
れ

に
伴
い
幼
子
の
よ
う
な
純
粋
さ
は
失
わ

れ
て
行
き
ま
す
。
認
知
症
に
な
る
と
い

う
こ
と
は
一
つ
の
考
え
で
す
が
、
様
々

な
知
識
、
記
憶
は
消
し
ゴ
ム
で
消
さ
れ

て
い
き
、
最
後
に
は
そ
の
人
の
純
粋
な

幼
子
の
心
へ
と
戻
り
、
神
の
国
へ
と
戻

っ
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
か
と
い
え
る

の
で
す
。
イ
エ
ス
様
は
、
子
ど
も
を
叱

る
弟
子
た
ち
に
「
子
供
た
ち
を
わ
た
し

の
と
こ
ろ
へ
来
さ
せ
な
さ
い
。
妨
げ
て

は
な
ら
な
い
。
神
の
国
は
こ
の
よ
う
な

者
た
ち
の
も
の
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
ま

す
。 認

知
症
は
子
ど
も
へ
と
戻
り
、
イ
エ

ス
様
が
神
の
国
へ
と
導
こ
う
と
さ
れ
る

恵
み
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 
「 

 

 

人
は
人
生
プ
ラ
ン
を
立
て
る
。 

私
は
こ
の
年
に
な
っ
て
も
、
老
い
先

の
プ
ラ
ン
を
た
て
る
。
と
も
か
く
目
の

前
に
正
教
師
の
試
験
。「
が
ん
ば
ら
な

き
ゃ
―
」
と
も
が
く
。
し
か
し
、
旧
約

聖
書
の
箴
言
１
６
章
９
節
は
私
の
足

を
引
っ
張
る
。 

 

「人
は
心
に
自
分
の
道
を
思
い
巡
ら
す 

し
か
し
、
其
の
人
の
歩
み
を
確
か
な
も
の

に
す
る
の
は
主
で
あ
る
」(

新
改
訳) 

 

欲
し
い
確
か
さ
は
私
の
手
に
は
な

い
。
が
ん
ば
ろ
う
と
勇
む
気
合
い
が
一

気
に
心
の
底
の
底
ま
で
下
降
す
る
。 

そ
こ
に
は
静
寂
と
つ
つ
し
み
と
安
ら

ぎ
に
満
ち
た
野
辺
が
あ
っ
た
。 

確
か
さ
は
神
に
あ
り
、
そ
の
は
か
ら
い

は
私
を
超
え
て
広
く
高
く
深
い
。 

遠
回
り
、
無
駄
、
消
沈
し
た
心
の
底
に 

豊
か
な
神
の
は
か
ら
い
の
花
々
が
咲

き
ほ
こ
る
。 

が
ん
ば
る
だ
け
… 

あ
と
は
お
任
せ
し
よ
う
。 

集会のご案内 

主日礼拝 日曜日 

○信愛病院内外来 

9:20～10:00 

○教会礼拝堂 

10：30～11：45 

 

 チャプレン 

武井 アイ子 

神
の
国
へ
の
帰
還
の
準
備 

 
理
解
で
き
な
い
よ
う
な
こ
と
を
し
た 


